
地域包括 
ケアシステムの

構築 

介護予防・日常生活支援総合事業 

１ 介護予防・日常生活支援総合事業の概要 

(１)総合事業の趣旨・総合計画における位置づけ 

総合事業は、市町村が中心となって、地域の実情に応じて、住民等の多様な主体が参画し、多様なサービスを充実すること
で、地域の支え合い体制づくりを推進し、要支援者等に対する効果的かつ効率的な支援等を可能とすることを目指すもの 

趣旨 

1 

シルバー人材センター 
セカンドライフ応援 
ステーション 

介護予防・生活支援サービス 

現行相当のサービス 

専門職以外を活用した 
緩和した基準のサービス 

住民主体による支援 

担い手 

介護 

医療 

生活
支援 

一般介護予防事業 ●これまで専門職が提供していた生活支援の分
野において、高齢者が担い手として活躍 

●シルバー人材センターの仕組みを活用し、専
門職以外が行うサービスの担い手となる高齢
者を育成、事業者に派遣 

●住民主体による支援の担い手となる高齢者は、
セカンドライフ応援ステーションが発掘・育成 

意欲や能力に応じた 
社会参画機会の創出 

地域医療やケア体制の充実 

●生活支援の担い手が拡大することで、
既存の介護人材は、より重度の要介
護者へのサービス提供にシフト 

●専門職を育成し、認知症施策や在宅
医療との連携を推進 

【総合計画における位置づけ】 

高齢者が担い手として活躍することに
より生活支援を充実 

専門職を介護や医療に集中 

「サービスづくり」ではなく「地域づくり」 
●地域の多様な主体で地域の「支える仕組み」をつくるこ
とが総合事業の本質 

●時間をかけた住民主体の「地域づくり」を行うプロセス 

資料１ 



市町村 

事業所 利用者 
サービス提供 

利用料 

保険料 

事業対象者 
決定 委託料等 

請求 

市事業 給付サービス 

介護予防
事業 

介護予防給付 
要支援者（支援１・２）に対

するサービス 

介護給付 
 

要介護者
に対する
サービス 訪

問
介
護 

通
所
介
護 

福
祉
用
具 

短
期
入
所 

・・・ 

市事業 給付サービス 

 

新しい総合事業 
（利用者ニーズに応じた 
生活支援サービス事業） 

介護予防給付 
要支援者 
に対する 
サービス 

介護給付 
 

要介護者
に対する
サービス 

福
祉
用
具 

短
期
入
所 
・・・ 

訪
問
型

サ
ー
ビ
ス 

通
所
型

サ
ー
ビ
ス 

見直し 

市町村 

事業所 利用者 
サービス提供 

利用料 

保険料 

要介護認定 

給付費 

給付請求 

全国一律の制度で 
介護サービス実施 

●要支援者へのサービスのうち「訪問介護」と「通所介護」が市町村事業に移行 
●全国一律の制度から市独自の制度に移行され、事業の体制やサービスの基準・内容・単価を市町村が設定 
●既存の介護サービス事業所以外の事業所や地域住民など多様な主体によるサービス提供が想定 

多様な事業所の 
参入が可能 

地域住民 

支援 

財政支援等 

見直し 

現
行 

改
正
後 

市独自の制度で 
生活支援サービス

実施 

１ 介護予防・日常生活支援総合事業の概要 

(２)訪問介護・通所介護の市町村事業への移行 
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現
行 

対象者 元気高齢者 要支援になるおそれのある方
（二次予防事業対象者） 

要支援者 
（要支援１・２） 

要介護者 
（要介護１～５） 

対象者 
審査基準 

簡易な調査票による審査 
（基本チェックリスト） 

要介護・要支援認定による審査 

事業・ 
サービス
内容 

チェックリスト 要支援・要介護認定 

改
正
後 

対象者 元気高齢者 介護予防・生活支援サービス事業対象者 
要支援者 

（要支援１・２） 
要介護者 

（要介護１～５） 

対象者 
審査基準 

簡易な調査票による審査 
（基本チェックリスト） 

要介護・要支援認定による 
審査 

事業・ 
サービス
内容 

             

介護予防事業（一次予防事業） さんちゃん健康体操、介護予防講座等 

介護予防事業（二次予防事業） 
 
健康運動教室、かむかむ教室、
介護予防訪問指導 

予防給付 
 
 
 
 

訪問介護 
通所介護 

予防給付 
 

福祉用具貸与 
短期入所 等 

訪問型サービス 
通所型サービス 

介護給付 
訪問介護 
通所介護 
短期入所 

      等 

福祉用具貸与 
短期入所 等 

介護給付 
訪問介護 
通所介護 
短期入所 

      等 

介護予防・日常生活支援総合事業（新しい総合事業） 
一般介護予防事業 さんちゃん健康体操、介護予防講座等 

１ 介護予防・日常生活支援総合事業の概要 
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２ 三条市における総合事業の全体像 

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
 

介護予防・生活
支援サービス事
業 

一般介護予防事業 

訪問型サービス 
（第１号訪問事業） 

通所型サービス 
（第１号通所事業） 

その他の生活支援サービス 
（第１号生活支援事業） 

介護予防ケアマネジメント 
（第１号介護予防支援事業） 

・６５歳以上の全ての者 

・その支援のための活動に関
わる者 

（従来の要支援者） 

・要支援認定を受け    
た者（要支援者） 

・基本チェックリスト
該当者（介護予防・
生活支援サービス
対象事業者） 

②介護予防普及啓発事業 

③地域介護予防活動支援事業 

④一般介護予防事業評価事業 

⑤地域リハビリテーション活動支援事業 

①介護予防把握事業 

②訪問型サービスＡ 
（緩和した基準によるサービス） 

①訪問介護 
（現行相当サービス） 

③訪問型サービスＢ 
（住民主体による支援） 

④訪問型サービスＣ 
（短期集中予防サービス） 

⑤訪問型サービスＤ（移動支援） 

①通所介護 
（現行相当サービス） 

②通所型サービスＡ 
（緩和した基準によるサービス） 

③通所型サービスＢ 
（住民主体による支援） 

④通所型サービスＣ 
（短期集中予防サービス） 

①住民ボランティア等が行う見守り 

②訪問型サービス、通所型サービスに
準じる自立支援に資する生活支援
（訪問型サービス・通所型サービス
の一体的提供等） 

H28年度実施事業 

実施内容を検討 

①訪問介護・通所介護の移行 
・現行相当のサービスは継続して提供 
・専門職以外を活用した緩和した基準の
サービス（サービスＡ）を新たに創設 

 

②短期集中の介護予防事業の実施 
現行の二次予防事業を短期集中型の介
護予防（サービスＣ）と位置付けて実施 
 

③住民主体による支援を検討 
包括ケア推進会議やシルバー元気プロ
ジェクトでの意見を参考に、今後、住民
主体による支援（サービスＢ等）の内容を
検討 

・さんちゃん健康体操を中心に地域での介護
予防を推進 
・今後、リハビリテーション専門職が介護予防
事業等に関われるよう、まずは包括ケア推
進会議に参画を依頼 4 

要支援者等に対する介護予防・生活支援 

全ての高齢者に対する介護予防 



８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 
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３ 総合事業のスケジュール 

事業者 
説明会 

協議会で 
説明 

要綱 
制定 

事業者 
説明会 

指定申請 
様式作成 

指定申請の受付 
サービスＡの新規指定申請の受付 

（４月から事業を開始する場合は、２月末までに申請が必要） 

事業者の指定（書類審査等） 

事業者に 
意向調査 

意向調査の結果により必要に応じて事業参入の働きかけ 

現行の利用者に
制度内容を周知 

広報等で 
市民に周知 

単価・基準等について 

指定申請手続きについて 

ケアマネ等 
説明会 

サービス利用の流れについて 

認定申請と連携した窓口体制の検討（申請書様式等の作成） 


